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　 　 Relation 　bet 騨een 　Co■ fort　Sen8ation 　and 　re 幽perature ， ムir− flo 騨　Distribution

in　 Heating 　 Re5identia 】L　 Roo 瀰 　（5 ）

　　　 S。k。 。 S ．g。 ＿ ， 麗。。。 。。。i　H。 ，。言 Hi8a ，。，hi 鰄i。、，言
蓑

製
Consu邑er 　Product5　Research　Laboratory ，　■itsubi6hi 　Electric 　Corp ．

　　　　　　　　　
軸 咽を

潤akat8u ‘aua 　騨ork8 ，　囲it8ubishi　Eloctric 　Corp ．

　 　 In　thi8 　8tudy ， 　騨e 　analized 　the 　relation 　bot” een 　feeling　and 　phy8ical 　dat8

in 　re5idontial 　roo 鸚 　heated 　by 　floor 　type 　air 　heater 　in　A8ahika 腎a 　city ，

Hokkaido 　di8trict ．　Asahika 響a 　is　one 　of 　the 　coldest 　city 　in　Japan ．

　 　 Fro 幽　thi8 　result ，　暫 e 　esti 驫ated 　co ロfortable 　roe 瞳 　air 　te ■ perature 　a8 　air

te■perat 闥re 　 around 　hoad　 is　belo 騨 　29● C ， 　and 　air 　te 魔perature 　 aro 購 nd 　feet 　i　5

above 　18・ C．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
‘

1 ．は じ め に

　 北 海 道 を代 表 とす る 寒 冷 地 に お け る 腰 房 は 、健 康 な 坐活 を営 む 上 で 必 要 不 可 欠 な も の で あ る ．

ま た ． こ の 為の 畷房 費も 高 く 、省 エ ネ に 対す る 期侍 と 、 よ リ質 の 高 い 暖房 環 境実 現 へ の 要 求 が

大 き い ． し か し寒 冷 地 に お け る 室 内環 境 の 把 握 は 、 十 分 に 行 な わ れ て お らず 、 市 販 さ れ て い る

混 風 壊房 機 が 寒 冷地 に 適 合 し た 居 住 環 境 を っ く る も の で あ る か は 疑 問 が 多 い ．そ こ で 60年 1月
〜 2月 に か け て 最 も 寒 い 地 方 に 数 え られ る 旭 川 市 の 一般住 宅 に お い て 、 現 地 に 住 む 女 性 （主 婦 ）

5 名 を 被験 者 と し．各 種 温 風 畷房 機 を用 い て 暖 房感 覚 実 験 を行 い ． 人 体 榲 感 の 觧 析 を試 み た ．

こ こ で は 、 畷 房 感 覚 実 験 の 実験 方 法 と 結 果 か ら求 め た 快適 温 度範 囲 に っ い て 述 べ る 。

2 ．腹 房 環 境 の 問 題 点

　畷 房 さ れ た 室 内 は ． 上 下 方 向 や 水 平 方向 に 温 度 の 偏 り が で き る ． 裳 た 、立 位 状態 の 人 体 は 、

縦 方 向 に 長 く ． い ろ い ろ な 温 度 域 に 接 し て お り、 こ の 時 の 温 熱 慮 覚 tt　． こ れ ら の 温 度 を総 合 し

た 結 果 に よ リ決 定 さ れ る ． こ れ は 、温 度 だ け で は な く 、湿 度 、気 流 、魑 射 置 度 等 他 の 環境 宴 素

に っ い て も 同標 で あ る ． さ ら に 、 そ こ で 生 活 す る 人 の 温 熱 感 覚 は ．瞬房 機 の オ ン オ フ や 、 外気

温 度 の 変 化 に と も な う室 内環 境 の 時 間 的 変 化 に も 影 響 さ れ る ．

　 し た が っ て 、実 環 境 と 温 冷感や 快適感 な ど感 覚 と の 鬨 係 を検 討す る に は ．温度 に 注 目す る と 、

1 ．上 下 の 温 度 分 布 、 2 ．暖房 機 の オ ン オ 7 な ど 室 温 制御性 か ら決 る 時 閥 的温 度変化 を考 慮す

る 必 要 が あ る 。
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3 ．実 験 方 法

3 − 1 　 実 験 住 宅 と 実 験 室 の 概 要

　実験 住 宅 の 概 要 を表 1 に 、 1 階の 平 面 図 を

図 1 に 示 す 。 北 海 道 で は 平 均 と 考 え る こ と が で

き る 断 熱仕様 に な っ て い る が 、築 後 約 10年 を経

過 し て い る 。 畷房感 覚 実験 に 用 い た 部 屋 は 、 1

階 の リ ビ ン グ ル
ー

ム と 台所 で あ る 』 図 に 示 す よ

う に 被 験 者 は 5 名 と し 、 5 カ 所 （A 席 〜 E 席）

に 配 置 し た ．被験者 の 環 境 は 、被 験者 に 近 接 し

た 位 置 に 接 置 さ れ た 温 度 測定 ポ ール で 測定 し た 。

温 度 測 定 ポ ール に は 、床 か ら 50 〔■ 〕 ， 　 500

〔Ml 〕． 1200 〔m 〕 ， 1600 〔鳳 〕 の 高 さ に 空 気 温

度 測 定 用 の T 型 熱 電 対 と 、 床 か ら 1200 〔ma 〕の

高 さ に 黒 球 温度 計 を 取 り付 けた 。 こ れ ら の 測 定

点 は そ れ ぞ れ 足 部 、椅 座位 頭 部 、立 位 頭 部 を代

表す る も の と し た 。 ま た 。 A 席 〜 D 席 は 椅 座位 、

E 席 は 、台 所 に お け る 作 業 を想 定 し 立 位 と し た ．

ま た ． リ ビ ン グル ー
ム は じ ゆ うた ん 敷 ．台 所 は

リ ノ リ ウ ム 敷 の た め 、 D 席 と E 席 は ス リ ッ パ を

着 用 す る こ と に し た 。 な お 、実験 中の 日射 の 影

響 を 防 ぐ た め ．南 西 と 南 東 の テ ラ ス 窓 に は 、厚

手 の カ
ー

テ ン を使 用 し た 。

3 − 2 　 被 験 者

　被験 者 は 現 地 で パ ー ト の 形 で 採 用 し た 。 被 験

者 の 平 均 像 は 、年 齢 37才 ， 身長 153ca ．t 体 璽 47

  ， 断 熱 材 100 鳳 の 木 造 住 宅 に 住 む 、北 海 道 生

れ 北 海道 育 ち の 主 婦 で あ る ．　 （表 2 ）

3 − 3 　 タ イ ム ス ケ ジ ュ
ール

　実 験 は 、 60年 1月 28日 rv 　 2月 4日 に か け て 行

っ た 。実 験 住 宅 に 到 着 後 被 験 者 は 、予 備室 （1

階 6 畳 ） 入 り 、室 内 着 に な り体 を 償す 。 予 偏 室

の 室 温 制 御 は 、被 験 者 に 任 せ た 。 被験 者 に は 冬

期 の 室 内蔚 を 義務 付 け 、蔚 衣 量 は 、約 0． 9〜

1．0 〔clo 〕 で あ る 。 　（図 2 ）

Table 　 1 ．　 Test 　 House

所 在 地 北海 道 旭川 市忠 和

住　 宅
’

木 造 二 階建　 戸 建住 宅

床 面 積 約 78   （1階 部分 　
’
44   》

断熱 材 100 馴 巳

建 築 年 昭 和 50年　 （推 定　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麕 3

　 Fis．1　　70，　 viev 　 of 　 T● st 　 Ho閣se （18t　 Floor ）

Tabie　2．　　Profi1●

川 　 　 　s 9 10 11 12

高温 感 覚 実験

PM 　 　 12

前 鋼査 　立 ち 上 り実 験
’

　 町 ＝ 20→ 27℃ 　 RT ＝ 27 ℃

1 2 3 4

昼 食
・休憩 低温 感覚実験

　 　 　 　 RT＝23 ℃ 　 総 合評価

Fi ‘●　2　 Sched 閹 le

　 感 覚 実 験 は 二 っ に 分 け 、 午前 に 実 験 室 の 代 表 室温 を 27℃ に 設 定 し た高 温 感 覚 実 験 ．午 後 に 代

表室 温 を 23℃ に し た 低 温 感 覚 実 験 を 行 っ た ． 被 験 者 は ．立 ち 上 り実 験 終 了 20分 後 よ リ 20分間 隔

で 、 図 1 に 示 した A 席 〜 E 席 の 各 位 匿 の 感 覚 を 申告す る 。 実 験 に 用 い た 暖 房 機 は、能 力 、燃 焼

方式 、温風 吹 出 口 、室 温 制 御 機 能 の 異 な る 強 制 給 排 気 式 温 風 畷 房 機 7 機 種 で あ る ．
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3 − 4 　 申 告 表

　申 告 は 、表 3 に 示 す 申 告 表に よ り行 っ た 。温 冷感 は 7 段 階 ， 快 適 Table 　3．　 Categ 。 ry 　scales

感 は 6 段 階 ， 気 流感 は 4 段 階 と し た 。 ま た ．今 回 特 に ・環境 の 時 間

的変化 に 対 す る 感 覚 の 申 告 を受 け る た め 、
4 段 階 の 環 境変化 感 、こ

の 環 境 変化 の 満 足 感 を 示 す 7 段 陌 の 珮 境 変 化 満 足感 を 蹴 け た ．

　 　 温 冷 感

1　 非 常 に 君 い

　　 侠適 ‘

1　 快 適

2　 暑 い 2　 や や 快 適

8　 履 か い 3　 ど ち らで も な い

4　 ど ち ら で も な い 4　 や や 不 快

5　 諺 し い 5　 不 快

6　 寒 い 6　 非常 に 不快

7　 葬 常 に 寒 い

翻 境 変 化 湖 足 慮

ユ　 非 常 に 瀧 足

2 　 演 足

3 　 や や 潮 足

4 　 ど ち ら で も な い

5 　や や 不 鸛

6 　 不 満

7 　 非 t に 不 鴒

of 　 therme1 　 sensetions

　 気 滴 霹

1　 8 じ な い

2 や や 慮 じね い

3 　 ■ じ る

4 　葬常 に ‘ じ る

　髴境褒 化 磨

1 　纏 じ な い

2 や や 慮 じ な い

3　 慮 じ る

4 　 葬 僧 に 扉 ロ ろ

4 ．実 験 結 果

　 A 〜 C 席 は ス リ ッ パ を着 用 せ ず 、 D ・E 席 は 着 用 して

い る が．平 均 温 度 と温 冷 感 の 関 係 に よ れ ば 両 者 の 相 違 を

分 離 す る こ と は で き な か っ た 。ま た 、 A 〜 D 席 は 椅 座 位

、 E 席 は 立位 で あ る が ． ス リ ッ パ の 着 用 有 無 と 同様 に 明

確 な 分 離 がで き な い 。 尚 、各 感 覚 億 は 5 名 の 被 験 者 の 平

均 と し た 。

　温 冷 感 と 快 適 感 の 関 係 を 図 3 に 示 す ． 快 適感 は 、温 冷

感 の 二 次 関 数 的 相 関 が あ る こ と がわ か る 。 ま た 、快 適感

が 温 冷 感 の 中庸 の と こ ろ で は な く、少 し畷 か め で 最 高 を

示 し て い る 。快 適 感 と 環 境 変 化 満 足 感 の 関 係 を 図 4 に 示

す 。快 適 感 と 環 境 変 化 満 足 感 は 、一 次 関数 的 相 関 が あ る ．

ま た ．環 境 変 化 滴 足 感 の
”

ど ち ら で も な い
”

は 快 適 感 の

”

ど ち ら で も な い
”

に 対 応 し て い る こ と が わ か る 。環 境

変 化 満 足 感 と 環 境 変 化 感 の 関 係 を 図 5 ．快 適 感 と 気 流 感

の 関 係 を 図 6 ，
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5 ．快適 感 の 推 定
　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 芻
　 笨者 ら は 、 こ れ ま で 定常 状 態 の 人 体 温 感 の 評

価 を 行 い 泥 鮒 近 の 皷 似 下躑 齦 ） と 器爲

頭 部付 近 の 温 度 （以 下 頭 部温 度 ） が、特 に 全 身 　　温
tU

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 度
N

の 快 適感 に 影 響 を与 え る こ と を 把握 し て い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

こ れ は 、足 部 と 頭 部 が 人体 の 肌 が 露 出 あ る い は 　 　最 田

需 出 に 近 い 着 衣 の 部位 で あ リ理 解 で き る 。特 に 　　
高

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 側 拓
足 部 は 冷 感 覚 に 、頭 部 は 暑 感 覚 に 大 き な関 係 が

あ る と 考 え ら れ る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 認

　 そ こ で 、暖 房 機 の オ ン オ フ 時 の 頭 部温 度 の 最

黼 と 足 部温 度 の 最低 値 で 、快 適 感 の 推 定 を 試 　 ：
、、

み る 。図 8 は 、縦軸 に 頭 部温 度 の 最 高値 ， 横鞘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．　 s
に 足 部温 度 の 最 低 値 を と り、 申告 表 の 快 適 感 3

を 超 え る デ ー タ を 不 快 ， 快 適 感 3 以 下 を 快 適 と 　 　 Tabl。 4 ．

し て プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。図 に よ れ ば 、快

適 領域 は 、頭 部温 度 が 29〔’ C〕以 下 ， 足 部 温 度 が

18〔
° C〕以 上 に 集 申 して い る の が わ か る ． こ の 温

度 範 囲 を 満足 す れ ば 、快適で あ る と 考 え る と ．

頭 度 と 足 部 の 温 度 デ
ー

タ よ リ、快 適 ． 不 快 の 判 　　　　 一
致 し た デ ＿

タ ＿数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 判 定 串 ＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝ ．
定 が で き る 。 表 4 は 、感 覚 実 験 70デ ー

タ に っ い 　 　 　 　 S データ ー数

て 、上 記 の 判 定 値 と 感 覚 値 を 比 較 し た も の で 、

良 い
一致 を示 し て い る と 言 え る ・従 っ て こ の 快 　 100

適 温度 範 囲 よ り快 適 ， 不 快 の 判 定 が で き る 。

．図 9 は 、温 冷 感 の 値 ご と の 判 定 率 を示 し た も 　 　 80

の で あ る 。 判 定 率 は 温 冷感 が 3 〜 4 の 付 近 で 小 　 　判

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 定 60
さ い 値 を 示 し、暑 い あ る い は 寒 い 環 境 で 大 き い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 串 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・・

値 を示 す 。 暑 い あ る い は寒 い 環 境 で は 、は っ き　 （z）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40
り と 人 が 不 快 と 感 じ 、 温 冷 感 的 に 申庸 な 環 境 で

は 区別 し に くい た め と 考 え ら れ る ・　　　　　　　 20
6 ．ま と め

　寒 冷 地 で 生 活 す る 女 性 を 被 験 者 に し、暖 房 感 　 　 　 0

覚 実験 を 行 っ た 。 そ の 結果 、暖房 機 の オ ン オ フ

に よ り変 化 す る 環 境 の 快 遜 温 度 範 囲 を求 め る こ

と が で き た 。 今 後 、更 に 検 討 を加 え ．動 的 室 内

14 　　 16 　　 18 　　29 　　22 　　24

　 　 足 部 置 屋 の 最 廷 値
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　 　 実 験

判 定 　 結 果

　 結 果

快 適 不 快

快 遍 35 1

不 快 20 14
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　 　 　 　 　 溢 冷 感
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環 境 の 評 価 方 法 の 確 立 を 計 る と と も IC　．寒 冷地 に 適合 す る 暖 房 機 開 発 に 努 力 し た い ．

〈 参考 文 献 ＞

　 1 ．菅 原 他 ．温 風 暖 房 に お け る 室 内 環 境 の 評 価 、第 5 回 人 間 一
熱環境 系 シ ン ポ ジ ウ ム 論 文 集 　 （S56 ．工 2 ）

　 2 ．菅 原 他 ．寒 冷 地 に お け る 暖 房 時 の 室 内 環 境 の 評 価 ，空 気 嗣 和 衛 生 工 学 会 学 術 論 文 集　　（S60 ．9 ）

一130 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


